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台
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区間 山形県尾花沢市母袋 ～ 宮城県加美郡加美町字漆沢筒砂子 

期間 12月1日 ～  翌年3月31日 

通行可能時間帯 午前7時 ～ 午後7時 

国道347号位置図 

  スタッドレスタイヤの装着やチェーンの携行をしてください。 
  除雪後でも路面の状況に応じて注意して走行してください。 

  大雪が予想されるとき 
  吹雪の危険性があるとき 
  雪崩の危険性があるとき 

  迂回路：国道47号， 国道48号    

区
間
拡
大
図 

も た い うるしざわつつさご  

 宮城県と山形県を結ぶ一般国道347号は，県境の鍋
越峠付近の道路が狭隘・屈曲であるうえ，県内でも有
数の豪雪地帯で雪害の危険性があることから，これま
で冬期間は，峠を挟む延長17.7㎞区間を通行止めとし
ていました。 
 東日本大震災直後，緊急物資輸送に利用できなかっ
たことを契機に，本路線の重要性が再認識され，冬期
間でも災害時・緊急時に利用可能な輸送路として，通
年通行化を目指し，平成24年度から道路改良や防災事
業を進め，今冬から通年通行を開始することとなりま
した。 
 これによって，国道47号や48号を補完する東西の
横軸連携の強化や，道路ネットワーク強化が図られる
とともに，宮城県と山形県の交流人口拡大，雇用創出
や観光振興等にもつながることが期待されます。 



事業名 対策内容 数量 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

■道路改良事業

改良工事 L=2,824ｍ

桟道工工事 L=374.1ｍ

■防雪対策事業

雪崩対策工事 全１６斜面

門沢除雪基地工事 造成・営繕・舗装

■災害防除事業

災害防除工事 全１８斜面

■安全対策事業

試験除雪

道路照明灯 ６９基

気象観測装置 ５基

非常電話 １１基

平成２８年度

通年通行化事業

通
年
通
行
開
始冬期閉鎖

ゲート

ゲート

門沢

除雪基地

鍋越

トンネル

門沢除雪基地を新設しました。 

「一路絆栄」（いちろばんえい） 
これまで叶わなかった冬期の交流が、 

一本道(一路)の整備により、強い絆が生まれ 

両県がいつまでも繁栄していくことを願い命名するもの。 

大崎市 加美町 

国民保養温泉地である鳴
子温泉郷は日本に存在す
る温泉の泉質11種類のう
ち，9種類を有する多種多
様な温泉が魅力です。 

鳴子温泉郷 

蕪栗沼 
マガンをはじめとする10万羽の
渡り鳥が飛来する越冬地として
知られ，2005年にはﾗﾑｻｰﾙ条
約湿地にも指定されている貴
重な動植物の宝庫です。 

おおさき古川まつり 
昭和２２年から続く夏祭り。美し
い七夕飾りや神輿行列，ふるか
わ踊りがまちを練り歩き，会場
を彩ります。前夜祭では市内最
大の花火大会も開催されます。 

湯量の豊かさを利用し，
露天風呂やサウナ，バブ
ル，打たせ湯，ジェット
バス，かぶり湯など浴槽
の種類の多さが魅力です。 

やくらい薬師の湯 

あゆの里物産館では，地域
の地場産品を一堂にとりそ
ろえています。 

あゆの里物産館 

非常電話は約1kmおきに設置しています。非常の際には以下 
の方法で御利用ください。 ※通話方法は電話機にも記載してあります。 

陶芸の里ゆ～らんど 

除
融
雪
機
械 

１ 受話器を取り上げツーという音を聞いてから，通話ボタンを押して待つ。 
２ 相手が出たら電話機の番号と用件を話す。 
３ 通話が終わったら，必ず受話器を元の位置に置く。 
４ ツーという音が聞こえないときや，相手が出ないときは受話器を置き，しばらく待ってから 
  上記の手順で掛け直す。 

通
話
方
法 

 
◆一般国道347号通年通行化のあゆみ 
平成23年 3月  東日本大震災の発生 
平成24年 5月  宮城県・山形県知事が通年通行の実現に合意 

                     道路改良工事，防雪対策事業， 
                      災害防除事業に着手 
平成26年 6月  国道347号「絆」交流促進協議会発足 
平成28年 12月 通年通行開始 

非常電話及び気象観測装置 配置図 

機種 台数 

 ロータリー ３台 

 タイヤドーザー ２台 

 除雪トラック １台 

 凍結防止剤散布車 １台 

計 ７台 

試験除雪状況 

気象観測装置

非常電話

宮城県北部土木事務所 
〒989-6117 宮城県大崎市古川旭四丁目１－１ 
代表:0229-91-0731 FAX：0229-22-5260 
E-mail：nh-dbk@pref.miyagi.jp 

陶芸の里にある温泉交流セ
ンターゆ～らんどは，男女別
の浴室，水着で入る混浴の大
浴場「ゆ～ルーム」，サウナ，
フィットネスルームなどを備え
ています。 
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路線概要 

位置図 

地形図の背景には国土地理院の電子地形図を用いた 

 路線名  一般国道347号 

 起終点  山形県寒河江市～宮城県大崎市 

 全延長  90.1km（山形県側：50.1km，宮城県側：40.0km） 

雪崩対策事業 

災害防除事業 

道路改良事業 

改良済区間 

1：20,000 

 道路規格  第3種第4級 

 設計速度  40km/h 

 幅員構成  W=7.0m（0.75m＋2.75m＋2.75m＋0.75m） 

 最小曲線半径  60ｍ 

 最急縦断勾配  5.2% 

今回整備区間 

凡例 



雪崩対策及び斜面対策区間 L=6.0km
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道路改良，雪崩対策及び斜面対策区間 L=5.3km（改良後 L=5.0km）
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通年通行区間延長 L=11.3km（改良後 L=11.0km）
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第一ロックシェッド

桟道工の採用理由 

 地形や平面形状に合わせて桁や杭を配置できること 
 

 上部工重量が軽く，耐震性に優れること 
 

 張り出し架設が可能であり，現道等の交通規制が不要となること 
 

 地形の改変が少なく，環境に与える影響が少ないこと 
 

 仮設工が少なく，経済性に優れること 

道路改良前 道路改良後 

標準横断図 

（一般部） 

（桟道工部） 

Ｌ＝6.0m～26.0m 


